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保
す
る
観
点
か
ら
、
令
和
３
年

度
に
設
置
予
定
の
（
仮
称
）
藤

沢
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

学
識
経
験
者
や
地
域
関
係
者
等

の
意
見
を
聞
き
、
学
区
の
見
直

し
を
含
め
た
具
体
的
な
方
針
や

対
策
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、

７
年
度
ま
で
に
、
小
学
校
の
全

学
年
で
35
人
学
級
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
、
２
年
度
と
比
較

す
る
と
全
体
で
21
学
級
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一

部
の
学
校
で
は
必
要
学
級
数
が

保
有
学
級
数
を
上
回
り
教
室
不

足
が
見
込
ま
れ
る
が
、
児
童
生

徒
推
計
を
基
に
、
一
時
的
な
教

室
転
用
や
施
設
内
改
修
に
よ
る

教
室
の
増
設
、
ま
た
は
仮
設
校
舎
の
設
置
な
ど
で
対
応
し
て
い

く
。

つ
市
内
在
住
の
女
性
に
対
し
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
参
加
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

女
性
視
点
で
の
避
難
所
運
営
の

実
効
性
を
高
め
る
取
組
を
進
め

て
い
く
。

公
共
施
設
の
木
材
利
用

積
極
的
な
推
進
を

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
市
内
事
業
者

が
、
市
内
に
湘
南
地
域
初
の
木

造
中
高
層
ビ
ル
の
建
築
を
発
表

デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
検
討
し
て

決
定
し
て
き
た
。

木
材
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
比
べ
、
約
４
倍
も
の
炭
素
を

貯
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

資
材
の
製
造
や
加
工
に
要
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
い
。
こ
の

た
め
、
木
材
を
利
用
す
る
こ
と

は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
大
幅
に
抑

制
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
も
促
進
す
べ
き
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

ま
た
、
建
物
の
用
途
や
規
模

に
よ
り
木
造
化
が
難
し
い
施
設

に
つ
い
て
も
、
藤
沢
市
公
共
施

設
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
方
針
に
基
づ
き
、

内
装
の
木
質
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
辻
堂
市
民
セ
ン
タ
ー
や

藤
が
岡
二
丁
目
地
区
の
再
整
備

等
に
お
い
て
、
内
装
の
一
部
に

木
質
化
を
進
め
て
お
り
、
神
奈

川
県
内
産
の
木
材
も
利
用
し
て

い
る
。

コ
ス
ト
面
の
課
題
に
対
し
て

は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

を
検
討
す
る
な
ど
、
今
後
の
公

共
施
設
整
備
に
お
い
て
も
、
木

造
化
及
び
木
質
化
を
図
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

多
く
の
市
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
る
よ
う
、

そ
の
推
進
に
向
け
て
環
境
を
整

備
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、
各

種
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

教
室
不
足
の
解
消

少
人
数
学
級
の
実
現
を

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問
学
校
の
適
正
規
模
は
12
〜

18
学
級
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
藤
沢
市
は
弾
力
的
運

用
で
24
学
級
ま
で
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
数
を
も
上
回
る

大
規
模
校
が
あ
り
、
教
室
が
足

り
ず
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
増
築
し

場
が
あ
る
た
め
、
広
範
囲
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
こ
と
。
２

点
目
は
、
原
則
、
毎
日
開
店
し

て
い
る
た
め
休
日
対
応
が
可
能

で
あ
る
こ
と
。
３
点
目
は
、
利

用
者
が
待
ち
時
間
に
買
物
な
ど

の
別
の
用
事
を
済
ま
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
時
間
を
有
効
に
活
用

で
き
る
こ
と
。４
点
目
と
し
て
、

日
常
生
活
で
利
用
す
る
施
設
で

手
続
き
が
で
き
る
こ
と
の
気
軽

さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
の
取
組
の
方
向
性
と
し

て
は
、
本
庁
と
北
部
窓
口
を
拠

点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
の
特

徴
を
生
か
し
た
普
及
促
進
を
図

り
、
さ
ら
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で

の
取
扱
い
も
検
討
す
る
。

運
営
委
員
会
へ
の
女
性
の
参
画

を
さ
ら
に
進
め
る
取
組
が
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
地
区
総
合
防
災
訓

練
等
で
女
性
向
け
の
防
災
情
報

の
提
供
や
、
地
域
防
災
へ
の
女

性
参
画
の
啓
発
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
地
域
防
災
活
動
に

参
画
し
て
い
る
女
性
に
対
す
る

防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
に
つ
い

て
、
講
習
科
目
の
充
実
等
を
検

討
し
な
が
ら
、
防
災
の
知
識
や

ス
キ
ル
を
兼
ね
備
え
た
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
防
災
士
の
資
格
を
持

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

答
弁

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
近

年
の
極
端
な
気
象
現
象
に
対
応

す
る
た
め
、
新
し
い
ふ
じ
さ
わ

防
災
ナ
ビ
に
は
感
染
症
対
策
や

女
性
視
点
の
防
災
等
の
新
た
な

要
素
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
幅

広
い
層
の
市
民
が
避
難
行
動
を

分
か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
作
成
し
て
い
る
。

女
性
視
点
で
の
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
す
る
た
め
の
資
機
材
購

入
等
の
環
境
整
備
や
、
避
難
所

災
害
時
の
避
難
所
生
活

女
性
視
点
の
運
営
を

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

新
た
な
ふ
じ
さ
わ
防
災

ナ
ビ
に
、
初
め
て
女
性
視
点
の

要
素
が
追
加
さ
れ
る
が
、
避
難

所
生
活
で
実
効
性
を
持
つ
た
め

に
は
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
う

ち
、
女
性
は
約
30
％
を
占
め
る

が
、
さ
ら
に
知
識
や
ス
キ
ル
取

得
の
研
修
に
よ
る
育
成
も
重
要

と
考
え
る
。
女
性
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
質
と
数
の
両
面
の
充
実

し
た
取
組
が
新
た
な
意
見
を
伺

う
機
会
に
も
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
地
域
と
関
わ
り
の
な
か

っ
た
新
し
い
層
の
方
々
の
関
心

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
取
組
を
地
域
の
実

状
に
合
わ
せ
て
広
げ
て
い
く
こ

と
で
、
幅
広
い
世
代
の
多
様
な

方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
積
極
的
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
市

民
の
意
見
交
換
や
合
意
形
成
の

新
た
な
機
会
と
し
て
、
そ
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ー
の
お
知
ら
せ
や
災
害
等
の
地

域
情
報
の
発
信
、
郷
土
づ
く
り

推
進
会
議
等
の
会
議
の
開
催
、

防
災
講
演
会
や
電
子
版
街
歩
き

等
の
各
種
事
業
の
ほ
か
、
大
学

生
等
と
の
交
流
会
な
ど
が
、
地

域
の
様
々
な
活
動
団
体
と
市
民

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
と
の
協
働

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う

て
対
応
し
て
い
る
。
具
体
的
な

解
消
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員
会

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

あ
わ
せ
て
、
小
学
校
の
少
人

数
学
級
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す

る
の
か
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

一
部
の
学
校
で
過
大
規

模
の
状
況
が
継
続
し
て
い
る
た

め
、
解
消
に
向
け
た
対
応
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
数
の

推
計
は
、
今
後
減
少
傾
向
に
転

ず
る
見
込
み
の
た
め
、
学
校
の

新
設
な
ど
の
施
設
整
備
は
難
し

い
状
況
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
確

す
る
な
ど
、
民
間
で
は
地
方
創

生
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
ビ

ル
建
設
に
木
材
を
用
い
る
例
が

増
え
て
い
る
。

気
候
非
常
事
態
宣
言
を
表
明

し
た
本
市
で
も
、
森
林
保
護
や

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
、
公
共
施

設
の
積
極
的
な
木
造
化
・
木
質

化
を
率
先
し
て
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
従
来
か
ら

施
設
を
計
画
す
る
際
に
、
そ
の

構
造
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
と

を
普
及
促
進
す
る
た
め
、
大
型

商
業
施
設
の
中
に
北
部
窓
口
が

開
設
さ
れ
る
。

開
設
に
よ
り
得
ら
れ
る
メ
リ

ッ
ト
と
、
今
後
の
普
及
促
進
に

関
す
る
取
組
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

令
和
３
年
５
月
か
ら
北

部
窓
口
を
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

湘
南
台
店
内
に
開
設
す
る
こ
と

で
、
北
部
地
域
で
の
利
便
性
向

上
や
休
日
に
お
け
る
窓
口
対
応

の
拡
充
を
図
る
。

大
型
商
業
施
設
内
に
窓
口
を

設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
大
き

く
４
点
あ
る
。
１
点
目
は
、
誰

も
が
知
っ
て
い
る
分
か
り
や
す

い
場
所
で
あ
り
、
大
型
の
駐
車

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

デ
ジ
タ
ル
市
役
所
を
推

進
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
前
提

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

代

質
表

問

主

質

と

弁

な

問

答

　

２
月
定
例
会
で
は
、「
一
般
質
問
」（
議
員
個
人
に
よ
る
市
政
全
般
に
対
す
る

質
問
）
に
代
え
て
、
新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
や
予
算
案
等
に
対
し
、
会
派

を
代
表
し
た
議
員
が
「
代
表
質
問
」
を
行
い
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
３
月
２
日
、
３
日
、
４
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
６
名
の
質
問
者
が
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

会派別 代表質問項目会派別 代表質問項目
※多数会派順

民主・無所属クラブ 
１　市長の政治姿勢について

市民クラブ藤沢
１　市長の政治姿勢について

ふじさわ湘風会
１　市長の政治姿勢について

藤沢市公明党
１　�ウイズコロナ・アフターコロナの市政運

営について
２　安全で安心な暮らしを築く
３　市民・地域・行政で創るまちづくり
４　健康で豊かな長寿社会をつくる
５　教育と子どもたちが健やかに育つまちづ

くり
６　都市の機能と活力を高める

日本共産党藤沢市議会議員団
１　市長の政治姿勢について

アクティブ藤沢
１　市長の政治姿勢について

北部地域での利便性向上を図る

大型商業施設内に設置

マイナンバーカード窓口

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

市
議
会
で
は
令
和
２
年

度
の
議
会
報
告
会
「
カ
フ
ェ
ト

ー
ク
ふ
じ
さ
わ
」
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
た
。
中
学
生
、
高

校
生
及
び
民
間
企
業
等
と
い
っ

た
異
な
る
立
場
の
方
々
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
可
能
性
を
感
じ
る
催
し

と
な
っ
た
。

市
民
広
聴
や
、
市
民
と
の
意

見
交
換
・
合
意
形
成
は
、
行
動

制
限
を
理
由
に
中
止
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
、
現
状
の

取
組
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

各
地
域
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
を

用
い
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
市
民
セ
ン
タマイナンバーカードの普及を目的に、北部窓口を開設する

公共施設に木材の利用を進めていく= 藤
ふじ

-t
て り あ

eria

子どもたちにとって望ましい教育環境を確保する

コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
広
聴
・
合
意
形
成

意
見
交
換
の
新
た
な
機
会
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
組

⑷


